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て
、
募
集
対
象
者
及
び
協
力
者
４
名
に
、
自
衛
隊
に
対
す
る
イ
メ

ぞ
れ
の
装
備
品
を
説
明
す
る
な
ど
し
、
記
念
式
典
や
対
空
戦
闘
展

魅
了
さ
れ
て
い
た
様
子
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
、
高
射

な
ど
が
行
わ
れ
、
装
備
品
に
模
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
が
そ
れ

自
衛
隊
下
志
津
駐
屯
地
「
創
設
六
十
九
周
年
記
念
行
事
」
に
お
い

が
ら
の
対
空
戦
闘
訓
練
展
示
を
見
学
し
、
そ
の
迫
力
に
す
っ
か
り

示
の
緊
張
感
と
は
違
う
、
和
や
か
な
ム
ー
ド
が
参
加
者
を
包
み
込

報
活
動
を
実
施
し
て
行
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

参
加
者
は
、
記
念
式
典
・
観
閲
行
進
に
引
き
続
き
、
高
射
学
校

ー
ジ
の
向
上
及
び
組
織
的
募
集
態
勢
の
強
化
を
目
的
と
し
、
広
報

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
大
田
原
地
域
事
務
所
（
所
長　

高

が
保
有
す
る
対
空
火
器
す
べ
て
の
器
材
と
空
挺
部
隊
の
実
戦
さ
な

学
校
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
、
さ
ら
に
乗
車
体
験
及
び
装
備
品
展
示

ん
で
い
た
。
参
加
者
の
中
に
は
、「
自
衛
官
を
目
指
し
た
い
」
と

大
田
原
地
域
事
務
所
は
、「
今
後
も
、
学
校
関
係
者
や
保
護
者

興
味
を
示
す
学
生
も
お
り
、
広
報
活
動
の
手
ご
た
え
を
感
じ
た
。

等
も
含
め
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
募
集
に
繋
が
る
広

活
動
を
実
施
し
た
。

佐野駅市街地広報

会
及
び
自
衛
官
募
集
相
談
員
連
絡
会
足
利
支
部

２
０
０
名
の
市
民
に
配
布
を
行
い
、「
な
ぜ
駅

挨
拶
を
す
る
場
面
が
見
ら
れ
、
気
持
ち
の
い
い

陸
海
空
そ
れ
ぞ
れ
の
制
服
を
着
て
、
約
１
，

(

月)

、Ｊ
Ｒ
佐
野
駅
に
て
佐
野
市
自
衛
隊
家
族

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
を
実
施
し
た
。
当
日
は
小

た
。
ま
た
、
駅
の
利
用
者
の
学
生
が
元
気
よ
く

に
自
衛
隊
が
い
る
の
で
す
か
？
」
と
疑
問
を
持

体
と
連
携
し
地
域
の
方
々
に
、
自
衛
隊
の
魅
力

雨
の
影
響
で
少
し
肌
寒
さ
を
感
じ
つ
つ
も
、
風

と
と
も
に
、
自
衛
隊
広
報
に
関
す
る
ポ
ケ
ッ
ト

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
足
利
地
域
事
務

の
少
な
い
非
常
に
気
持
ち
の
良
い
天
候
と
な
っ

朝
を
迎
え
ら
れ
た
。

つ
学
生
や
、「
か
っ
こ
い
い
で
す
ね
！
」
と
声

の
方
に
自
衛
隊
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
ア

を
か
け
て
く
れ
る
人
で
賑
わ
い
を
み
せ
、
多
く

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

足
利
地
域
事
務
所
は
「
今
後
も
、
協
力
４
団

～朝の駅利用者に自衛隊をＰＲ～

乗車体験を楽しむ参加者②

乗車体験を楽しむ参加者①

下志津駐屯地記念行事の様子

装備品の前で記念撮影 記念撮影をする参加者

市街地広報の様子（佐野駅）

井
１
陸
尉
）
は
、
４
月
20
日
（
土
）、
千
葉
県
に
所
在
す
る
陸
上

所(

所
長　

本
村
１
空
尉)

は
４
月
22
日

を
発
信
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。


